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研究テーマ（発表タイトル） 

ゆとり学生 ～グローバル社会にはまるピース～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

「ゆとり世代」に比較的悪い印象がある事に対し、印象改善の為に「ゆとり世代」に関する調査を行ったことがきっかけである。調

査を進めていくと、他世代よりもグローバル教育を受けていることが判明し、またグローバル化におくれをとっているという日本社会の

問題と関連性がみられた。 

この研究では、ゆとり世代に該当する現学生（以下ゆとり学生）が他世代と比べ比較的グローバル人材の素質を持っている

ということを検証で明らかにし、素質を持つゆとり学生の発見・適切な起用を促すことでグローバル人材不足の緩和につながること

を目的とする。従って、発表では研究テーマ説明、仮説の検証、グローバル人材を求めている企業にグローバル人材の素質を持

つゆとり学生がその素質を活かせているか、行動力があるかなどを見極めるためのワークショップを提案する。 

以上の流れで発表。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

少子化に伴う市場規模の縮小や BRICs 諸国などの新興国市場の拡大により、世界経済における日本市場の相対的な位

置付けは縮小しており、グローバル化への対応が急務となっている。 

グローバル化への対応が遅れている背景として、国際社会でビジネスや研究開発を行うことができる人材の不足や、 

グローバルな視野を持って技術経営ができる人材の不足など、グローバル社会で必要な人材不足が問題となっている。 

また、文部科学省によると、ゆとり教育とは、「国際社会に生きる日本人としての自覚の育成」とされており、グローバル人材を

育てることを目的とする教育プログラムといえる。 

３．研究テーマの課題 

 日本のグローバル化への遅れの理由の一つにグローバル人材が不足していることが挙げられることから、ゆとり学生が素質を持っ

ているかどうかということは人材不足緩和に繋がると考える。 

しかしゆとり教育はグローバル人材を育てることを一つの目的として行われたが、先行研究において、ゆとり世代の学力状況などの

調査はみられるものの、ビジネスの場における素質などについては論じられていない。 

そこでゆとり学生がグローバル人材の要素を持っているのか（図の 3 点の仮説を用いて検証）を調べていきたい。 

 



 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

ゆとり学生にグローバル人材に必要な要素が備わっているのかの検証をするにあたり、3 つの仮説を立てた。 

これらはグローバル人材育成推進会議の挙げるグローバル人材要素、および我々の思い描くグローバル人材「異なる価値観を持

つ人々と協働しシナジー効果を生みながら、より大きな仕事の成果を上げられる人」から合致する、【異文化理解】【コミュニケーシ

ョン能力】【チャレンジ精神】の３つの要素から立っている。 

まず、時代背景的にもゆとり学生は外国人と接することが多く、したがって異文化に対する受容性が高いと考え、 

【異文化理解】の観点から 仮説 1 「学生は異文化の受容性が高い」 を立てた。 

次に、グローバルなビジネスの場では組織的なコミュニケーション能力が必要であると考えた。その中でも日本的志向が強い年

功序列と欧米的である実力主義を取り上げ、それぞれの環境でも対応できる能力をコミュニケーション能力と定義し、 

【コミュニケーション能力】の観点から 仮説 2 「学生は組織内で必要なコミュニケーション能力を持っている」 を立てた。 

最後に、チャレンジ精神は行動力があるかどうかに関係すると考え、 

【チャレンジ精神】の観点から 仮説 3 「学生はチャレンジ精神がある」 を立てた。 

  以上の仮説を立証することで、ゆとり学生にはグローバル人材になり得る素質を持つ、ということが言え、そんなゆとり学生の発

見及び適切な起用がグローバル人材不足の緩和に繋がると考える。 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

ゆとり学生 61 人とゆとり世代でない社会人 42 人を調査対象として、アンケート集計による意識調査を行った。集計結果は

SPSS を用いてデータの分析をした。そのほか、文献調査を行い、先行研究がないかなどを確認。 

６．結果や今後の取り組み 

今回の研究を通じて、ゆとり学生がグローバル社会で必要な要素である、異文化理解、コミュニケーション能力、チャレンジ精

神の 3 つの要素を持っていることが、本研究においては立証された。 

仮説 1 「学生は異文化の受容性が高い」では、学生は日常的な場面で異文化を受け入れやすく外国人と働くことに抵抗がな

いということから、異文化の受容性が高いと言える。 

仮説 2 「学生は組織内で必要なコミュニケーション能力を持っている」では、学生は実力主義的傾向がある上に、年功序列の

世代も考慮できることから、それぞれの環境でも対応できると言える。 

仮説 3 「学生はチャレンジ精神がある」では、学生は、未経験のもの、前例のないもの、反対されているものも 3 つの状況での挑

戦・いずれにも社会人と比較して挑む傾向がみられため、チャレンジ精神があると言える。 

 

また、問題となっている日本がグローバル化への対応に遅れている背景として、グローバル人材の不足があるが、研究により素質

を持つゆとり学生の発見・適切な起用を促すことでグローバル人材不足の緩和につながると考え、グローバル人材としての要素を

持つゆとり学生の強みや弱み、行動力などを見極めるために、外国人留学生・社員の方とワークショップをすることを提案する。 

 



このワークショップを通じて、参加者が異文化的背景を持つ人とどう接しているか、や、ルールに対しどのように対応しているか、ま

た取り組み姿勢から行動力が測れると考える。 

今後の取り組みとして、これからグローバル展開が必要と推測される企業に向けて、ワークショップを提案する。 

また、ワークショップの需要を調べるために、企業へのインタビューを行う。 
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